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　エビに及ぼす液流速の影響については，長さ 3mの透明アクリル製ダクトに体重 10および 20gのエビを
30匹 /m2の密度で投入し，ジェット・エアレーターによって種々の流速におけるエビの挙動を観測した。
その結果，エビは 5cm/s以上の流速域を避けること，また低流速の地域にエビが密集し，その結果共食い
が起こることが分かった。この共食い現象は，比較的小さな養殖池で強力な表面曝気装置を用いた場合に
よく起こっており，低流速域での密集が原因であることが判明した。表面曝気装置およびジェット・エアレ
ターを設置した実際の養殖池における液流速を測定し，ジェット・エアレターは池全体の液混合を高めるに
は極めて有効であることを確認したが，底部の液流速が最適液流速 5cm/sを超えることが判明した。しかし，
この問題は装置の設置高さを変えることで容易に解決された。
　以上の研究結果を用い，電気分解装置を組み入れたジェット・エアレターを新たに考案した。その実証実
験を今後フィリピン，タイ，中国およびスリランカの養殖池で行う予定である。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，エビ養殖における藻類の重要性を認識し，電気分解によって有用藻類の優占化出来ることを初
めて実証したものである。また，エビがどの程度の液流速に耐えるのかと言った知見は今まで示されること
は無かった。しかし，この知見は，エビ養殖池の設計には基礎的なものであり，これまでは全くの経験に基
づいて行われてきた。今後エビ養殖産業を持続的なものにするためには，エビ養殖池の構造，設備は十分か
科学的根拠に基づいて行われるべきである。本研究での電気分解による藻類の優占化に関する成果は，稚エ
ビを生産するハッチェリーでの藻の管理に直ちに利用可能であり，新規に考案された電気分解装置付ジェッ
ト・エアレターも今後のエビ養殖技術を大きく変える可能性を持つ実用性の高い研究であると評価できる。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
